
様式５（第３関係）

1 林政課
地すべり防
止事業

芦萢 深浦町

地すべりや山腹崩壊、土砂流出等を防
止し、人家や集落のライフラインである
町道等の破損防止、保全のため、集水
井、週排水ボーリング、アンカーを実施
した。

H10
H10
H15
H23

H24
1,063

763
718

717

集水井工 Ｎ＝７基
ボーリング暗渠工 Ｌ＝11,695.2
ｍ
谷止工(鋼製自在枠) N＝4個
床固工(鋼製自在枠) N＝1個
水路工　L＝602.9ｍ
流路工　L＝58.3ｍ
土留工　L=109.3ｍ

H15
H20

なし -33%

2 林政課
予防治山事
業

三ツ目内
山

大鰐町

渓流内で渓岸浸食が発生し、堆積した
不安定土砂が下流農地等保全対象に
流出する恐れがあるため、治山ダム工
を実施した。

H23 H24 H24 40 67
コンクリート谷止工 N＝3個
コンクリート床固工 N＝2個

- 68%

3 林政課
予防治山事
業

八右ェ門 むつ市

豪雨等により山腹崩壊が発生してお
り、豪雨、地震等により崩壊が拡大し、
斜面下部の人家、道路に被害を与える
恐れがあるため、山腹工を実施した。

H22 H23 H24 47 38 山腹工　Ａ＝0.50ha -

4 林政課
海岸防災林
造成事業

五川目 三沢市

波浪、高潮、排水路の乱流による河口
部及び海岸部の浸食を防止するととも
に、森林帯造成の基礎として、防潮護
岸工及び根固工を設置する。また、東
日本大震災の津波により、施工中の防
潮護岸工が被災を受けたことから、施
設の復旧工事を実施した。

Ｈ15

Ｈ15
Ｈ17
Ｈ19
Ｈ23

H24

121
338
728
762

762

護岸工 Ｌ＝157.6ｍ、
根固工 Ｌ＝81.2ｍ、
防潮護岸工 Ｌ＝671.5ｍ、
消波工 Ｌ＝30.0ｍ、
静砂工 Ｌ＝1687.4ｍ、
植栽工 A＝0.55ha、
附帯工 L＝10.7ｍ、
手戻り復旧工 L＝100.0ｍ

- 530%

5 林政課
奥地保安林
保全緊急対
策事業

滝ノ沢 平内町
水源かん養や土砂流出防止機能等を
高度に発揮させるため、荒廃地や荒廃
森林を一体的に整備する。

H20
H20
H23

H24
150
349

354

渓間工 N＝7個
水路工 L＝49.5ｍ
山腹工 A＝0.05ha
森林整備 A＝149.5ha

- 136%

6
農村整
備課

かんがい排
水事業

二本柳
五所川原
市

経年変化により施設の老朽化が著しく
非常に危険な状況になっている排水路
を整備することにより、なお一層の農業
経営の安定と維持管理の低減を図る。

19 24 24 1,150 1,067 排水路工　L=4,807m -

7
農村整
備課

経営体育成
基盤整備事
業

大秋 西目屋村

水田は30aに整備済であるものの、暗
渠排水が未整備であり、また、用排水
路も老朽化していることから、暗渠排水
及び用排水路の整備を行い、水田の
汎用化による作物選択肢の拡大や農
地集積を進め、効率的・安定的な経営
の確立を図る。

19 24 24 249 248
暗渠排水工　A=38.3ha
用排水路工　L=3,825m

-
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8
農村整
備課

経営体育成
基盤整備事
業

上小国 外ヶ浜町

現況水田は区画が未整備の狭小で、
耕作道は幅が狭く、用排水路は土水路
の兼用となっていることから、生産基盤
の整備が求められており、生産基盤整
備と合わせて農業生産法人を育成し、
収益性確保による経営の安定性や就
農構造の改善を図り、水田農業経営の
安定と発展を図る。

20 24 24 715 715
区画整理工　A=47.9ha
暗渠排水工　A=47.6ha

-

9
農村整
備課

農業水利施
設魚道整備
促進事業

奥入瀬 十和田市

魚類遡上の障害となっている段差の解
消のための魚道の新設や既設魚道の
改修により魚道機能の回復を図り、河
川環境及び生態系の保全を図る。

19 24 24 269 309 魚道工　N=１式 -

10
農村整
備課

農業水利施
設魚道整備
促進事業

浅瀬石川
第１

黒石市

魚類遡上の障害となっている既設の魚
道の改修により、魚道機能の回復を図
り、河川環境及び生態系の保全を図
る。

21 24 24 166 149 魚道工　N=１式 -

11
農村整
備課

農業水利施
設魚道整備
促進事業

川守田 三戸町

魚類遡上の障害となっている既設の魚
道の改修により、魚道機能の回復を図
り、河川環境及び生態系の保全を図
る。

22 24 24 31 39 魚道工　N=１式 -

12
農村整
備課

里地里山・
田園保全再
生事業

泉野堰 青森市

農村環境や生態系に配慮した水路整
備により水路機能を回復し、溢水によ
る湛水被害を防止すると共に、洗い場
等の整備により親水機能を保全する。

23 24 24 44 52 水路工　L=500ｍ -

13
農村整
備課

里地里山・
田園保全再
生事業

矢沢堰 八戸市
魚道の設置により、魚が往来できる河
川環境を創出する。

23 24 24 45 34 魚道工　N=1箇所 -

14
農村整
備課

一般農道整
備事業

長前二期 弘前市
農道を有機的かつ合理的に整備するこ
とにより高生産性農業を促進し、併せ
て農村環境の改善に資する。

20 25 24 314 244 道路工　L=2,286m -

15
農村整
備課

一般農道整
備事業

田ノ沢 東北町
農道を有機的かつ合理的に整備するこ
とにより高生産性農業を促進し、併せ
て農村環境の改善に資する。

21 26 24 210 153 道路工　L=1,915m -

16
農村整
備課

基幹農道整
備事業

六戸第１ 六戸町
農道を有機的かつ合理的に整備するこ
とにより高生産性農業を促進し、併せ
て農村環境の改善に資する。

21 23 24 98 131 路面改良　L=2,852m - 34%
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17
農村整
備課

経営体育成
基盤整備事
業（通作条
件整備型）

兼平・三
本柳

弘前市
農道を有機的かつ合理的に整備するこ
とにより高生産性農業を促進し、併せ
て農村環境の改善に資する。

22 24 24 323 330 路面改良　L=5,586m -

18
農村整
備課

ふるさと農道
緊急整備事
業

北野崎 黒石市
農道を有機的かつ合理的に整備するこ
とにより高生産性農業を促進し、併せ
て農村環境の改善に資する。

20 24 24 105 101 道路工　L=1,196m -

19
農村整
備課

ふるさと農道
緊急整備事
業

折戸 風間浦村
農道を有機的かつ合理的に整備するこ
とにより高生産性農業を促進し、併せ
て農村環境の改善に資する。

21 24 24 333 312 道路工　L=1,509m -

20
農村整
備課

ふるさと農道
緊急整備事
業

田代 西目屋村
農道を有機的かつ合理的に整備するこ
とにより高生産性農業を促進し、併せ
て農村環境の改善に資する。

22 24 24 96 128 道路工　L=989m - 33%

21
農村整
備課

ふるさと農道
緊急整備事
業

東藤岡 つがる市
農道を有機的かつ合理的に整備するこ
とにより高生産性農業を促進し、併せ
て農村環境の改善に資する。

22 24 24 315 263 防雪柵工　L=2,542m -

22
農村整
備課

ふるさと農道
緊急整備事
業

房田 つがる市
農道を有機的かつ合理的に整備するこ
とにより高生産性農業を促進し、併せ
て農村環境の改善に資する。

22 24 24 130 157 防雪柵工　L=736m -

23
農村整
備課

ふるさと農道
緊急整備事
業

薄市 中泊町
農道を有機的かつ合理的に整備するこ
とにより高生産性農業を促進し、併せ
て農村環境の改善に資する。

22 24 24 129 115 防雪柵工　L=1,122m -

24
農村整
備課

ふるさと農道
緊急整備事
業

谷地頭 三沢市
農道を有機的かつ合理的に整備するこ
とにより高生産性農業を促進し、併せ
て農村環境の改善に資する。

22 24 24 137 130 道路工　L=1,311m -

25
農村整
備課

ふるさと農道
緊急整備事
業

二股 今別町
農道を有機的かつ合理的に整備するこ
とにより高生産性農業を促進し、併せ
て農村環境の改善に資する。

23 24 24 56 56 道路工　L=337m -

26
農村整
備課

環境公共推
進モデル事
業（生物多
様性型）

青女子堰 弘前市

農家の理解、地域住民の合意形成を
図りながら、生物多様性の確保に配慮
した基盤整備等の実施及び地域環境
保全の管理体制強化を図る。

20 24 24 59 56
農業用用排水施設　L=1,564m
調査モニタリング　1式

-
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27
農村整
備課

ため池等整
備事業（小
規模一般
型）

山城 青森市

ため池が老朽化し、堤体の一部に漏水
があることや洪水吐の能力が不足して
おり、豪雨時に決壊のおそれがあるこ
とから、整備補修工事を行い、被害を
未然に防止する。

H22 H24 H24 46 60 ため池工   N= １ 式 － 30%

28
農村整
備課

ため池等整
備事業（小
規模機能保
全型）

出来島大
堤

つがる市

土砂の流入により貯水量が不足してい
ることから、用水量が不足し、営農に支
障をきたしていることから、ため池の浚
渫を行い、用水量の不足を解消する。

H21 H24 H24 124 140 ため池工   N= １ 式 －

29
農村整
備課

ため池等整
備事業（大
規模用排
水）

杭止堰 弘前市

営農用水を流す水路トンネルが老朽化
し、側壁や底板に亀裂が入っているこ
とから、トンネルを補修し安定した用水
の確保を図る。

H17 H24 H24 198 371 水路工   L=929.0ｍ － 87%

30
農村整
備課

農業用河川
工作物応急
対策事業

飯詰第一
五所川原
市

既設頭首工の老朽化が著しく、河床低
下を起こしているほか土砂の堆積によ
り取水が困難な状況となっていること
から、頭首工を改修し、安定した農業
用水の確保を図る。

H20 H24 H24 195 202 頭首工   N= １ 式 －

31
農村整
備課

農業用河川
工作物応急
対策事業

古淵堰 十和田市

大雨で河床が洗掘しているほか頭首
工の中央が洗掘するなど老朽化が進
行していることから、頭首工を改修し災
害を未然に防止する。

H20 H24 H24 506 423 頭首工   N= １ 式 －

32
農村整
備課

農業用河川
工作物応急
対策事業

相野山 深浦町

豪雨等により固定堰の詰石や護床ブ
ロックが流出しているほか、取水口部
分が河床低下し、取水困難となってい
ることから、頭首工を改修し、安定した
取水ができるようにする。

H22 H24 H24 187 139 頭首工   N= １ 式 －

33
農村整
備課

農業用河川
工作物応急
対策事業

川守田 三戸町

度重なる洪水により固定堰の基礎が洗
掘され、固定堰の沈下や護岸の崩壊
が進行しており、河川管理者からの改
善命令もあり、頭首工を改修し災害を
未然に防止する。

H22 H24 H24 97 66 頭首工   N= １ 式 － -32%

34
農村整
備課

湛水防除事
業

仏沼 三沢市

降雨量の増加や流域増に伴う既設排
水機場の能力不足による湛水被害を
解消するため、排水機場の能力アップ
を図り湛水被害を防止する。

H21 H24 H24 344 302 ため池工   N= １ 式 －

35
農村整
備課

海岸保全施
設整備事業

大戸瀬 深浦町
波浪による海岸線の侵食を防止するた
め、堤防を整備することにより、農地及
び国土の保全を図る。

S61 H24 H24 1,054 861 堤防工　L=2382.6m
H13
H18
H23

なし

4

201op
タイプライターテキスト
差替

201op
長方形
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36
漁港漁
場整備
課

水産生産基
盤整備事業

今別 今別町

　
　資源管理型漁業・つくり育てる漁業へ
の支援、生産労働効率化等を整備方
針として、今別漁港、一本木漁港の2漁
港及び今別西部漁場、今別漁場、浜名
漁場の3漁場を水産基盤の整備により
進め、地域における水産物の生産機能
の強化を図る。

H14
H21
H24
H24

H24
3,396
3,006
2,717

2,717

【今別漁港】
北防波堤100m､護岸230m､-
2m泊地56m､-2m泊地60m､-
2m物揚場40m､船揚場120m､
船揚場70m､道路292.5m､用地
4,850m2､用地2,650m2､用地
60m､用地84m､用地1,520m2､
用地2,800m2
【一本木漁港】
北防波堤100m､北防波堤30m､
北護岸75m､護岸30m､突堤
25m､西護岸55m､南護岸44m､
護岸40m､-2m泊地2,200m2､-
2m泊地110m､-2m物揚場
185m､船揚場90m､船揚場
86m､道路380m､用地1,600m2､
用地1,350m2､用地3,100m2､用
地934m2､用地4,670m2
【今別西部漁場】
着定基質6.01ha
【今別漁場】
着定基質33.70ha
【浜名漁場】
着定基質61.59ha

H18
H23

なし

37
漁港漁
場整備
課

水産生産基
盤整備事業

脇野沢 むつ市

　防波堤や係船岸等の施設不足や静
穏度不足による漁船の損傷や出漁機
会の制限、及び用地不足による狭隘な
空き地等への漁具仮置きなどの非効
率的な作業を強いられていたため、外
郭施設等の整備により、安全で効率的
な水産物供給体制を構築する。
　また、近年のマダラ漁獲量が減少に
伴う代替魚種として、ヤリイカの増殖漁
場を整備し、効率的な漁獲を図る。

H14
H21
H23
H24

H24
2,704
2,602
1,964

1,964

【脇野沢漁港】
東防波堤128.0m、南防波堤
190.0m、東防波堤40.0m、南護
岸210.0m、東護岸50.0m、護岸
（改良）86.5m、-2.0m泊地
11,000m2、-2.0m泊地（撤去）
90.0m、-2.0m物揚場296.0m、
船揚場60.0m、道路（改良）
628.0m、道路438.0m、用地
18,374m2、用地護岸120.0m
【脇野沢（広域）増殖漁場】
魚礁漁場5.4ha
【九艘泊（広域）増殖漁場】
増殖漁場12.0ha

H18
H23

なし

38
漁港漁
場整備
課

水産生産基
盤整備事業

下風呂 風間浦村

　港内静穏度不足による陸揚げ時間の
延長や漁船同士の接触事故が生じて
いたため、外郭施設及び係留施設の
整備するとともに、漁業作業用の用地
不足を解消するため、漁港施設用地の
整備により、安全で効率的な水産物供
給体制を構築する。

H14
H21
H23

H24
2,200
2,190

2,016

【下風呂漁港】
沖防波堤60.0m、北護岸
105.0m、東護岸177.0m、突堤
110.0m、-3.0m泊地600.0m2、-
2.0m泊地3,700.0m2、-2.0m物
揚場150.0m、船揚場（改良）
100.0m、道路168.0m、用地
8,700.0m2

H18 なし
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39
漁港漁
場整備
課

水産流通基
盤整備事業

大畑 むつ市

　港内静穏度不足による陸揚げ・準備
時間の延長や漁船同士の接触事故が
生じていたため、外郭施設及び係留施
設の整備により、安全で効率的な水産
物供給体制を構築する。
　また、近年の藻場の消失及び漁業者
の高齢化対策として、漁港の近くにウ
ニ、ヤリイカの増殖漁場を整備し、効率
的な漁獲を図る。 H14

H21
H23

H24
4,008
2,861

2,878

【大畑漁港】
第2外北防波堤45.0m
第1東防波堤（補修）75.1m
北防波堤（補修）126.5m
導流堤（補修）193.5m
護岸（補修）534.0m
-5.0m岸壁45.0m
-4.0m岸壁100.0m
-4.0m岸壁（補修）128.0m
-3.0m岸壁（補修）116.0m
-2.0m物揚場（補修）21.0m
用地5,600.0m2
【平（地先）増殖漁場】
魚礁漁場1.3ha
【正津川（広域）増殖漁場】
増殖漁場20.2ha

H18 なし
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40 道路課
道路改築事
業

国道279
号有戸北
バイパス

六ヶ所村
～野辺地
町

国道279号の現道隘路の解消、緊急輸
送道路ネットワークの強化、及びむつ
小川原開発地域へのアクセス向上を
目的として整備を行った。

H12
H20
H24

H24
8,500

12,000
10,882

計画延長L=6,300m
計画幅員W=7.0(12.0)m

H21 なし

41 道路課
道路改築事
業

国道338
号倉内バ
イパス

六ヶ所村

国道338号倉内地区の隘路区間を解消
し、安全で円滑な交通の確保、むつ小
川原地域へのアクセス向上及び下北
半島を周遊する観光道路として寄与す
るため整備を行った。

S55
H19
H21
H23

H24
2,420
2,467
2,338

2,386
計画延長L=3,300m
計画幅員W=6.5(12.0)m

H10
H16
H21

なし

42 道路課
道路改築事
業

夏泊公園
線浦田～
茂浦

平内町

夏泊公園線浦田～茂浦地区の隘路区
間を解消し、半島地域間交通の安全向
上、防震災対策及び産業・観光の発展
に寄与するため整備を行った。

H14 H28 H24
5,700
4,100

3,968
計画延長L=2,610m
計画幅員W=6.0(11.5)m

H23 なし

43 道路課
道路改築事
業

小友板柳
停車場線
小友

弘前市

小友板柳停車場線小友地区の幅員狭
小区間を解消し、青森空港から津軽国
定公園へのアクセス向上及び安全で
円滑な交通の確保を目的として整備を
行った。

H11 H24 H24 1,800 2,175
計画延長L=2,360m
計画幅員W=6.5(12.0)m

H20 なし

44 道路課
道路改築事
業

折茂上北
町停車場
線大浦

東北町

折茂上北町停車場線大浦地区の隘路
区間を解消し、上北道路上北I.Cへのア
クセス向上及び安全で円滑な交通の
確保を目的として整備を行った。

H23 H25 H24 121 110
計画延長L=230m
計画幅員W=6.0(7.5)m

-

45 道路課
道路改築事
業

浅水南部
線手倉橋

五戸町
浅水南部線手倉橋地区の隘路区間を
解消し、安全で円滑な交通の確保を目
的として整備を行った。

H14 H25 H24 303 396
計画延長L=500m
計画幅員W=5.5(9.5)m

H23 なし

46 道路課
道路改築事
業

関根浦野
沢線関根

むつ市

関根浦野沢線関根地区の幅員狭小区
間を解消し、通行機能強化及び安全で
円滑な交通の確保を目的として整備を
行った。

H4
H20
H22

H24
721
850

865
計画延長L=3,280m
計画幅員W=6.0(9.0)m

H16
H21

なし

31%

-31%
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47
河川砂
防課

総合流域防
災事業

土淵川 弘前市

県道弘前鰺ヶ沢線徒橋から寺沢川合
流点までの五分護岸河道について、
「弘前地区かわまちづくり」登録を踏ま
え、親水性に配慮した低水路工、遊歩
道、魚道工等を整備した。

H21 H25 H24 520 422
低水路工L=900m
管理用通路工L=300m

-

48
河川砂
防課

河川改良事
業

多沢川 弘前市

県道五所川原岩木線雷橋より上流の
流下能力不足区間について、自然環
境の保全に配慮しながら河川の改良
工事を行い、多沢川沿川の人家や田
畑を洪水被害から守るために実施し
た。

H15 H24 H24 260 292
築堤工L=630m
掘削工L=630m
樋門N=1箇所

-

49
河川砂
防課

河川改良事
業

鳥谷川 中泊町

十三湖合流点から県道富萢薄市線鳥
谷川大橋付近の流下能力不足区間に
ついて、自然環境の保全に配慮しなが
ら河川の改良工事を行い、鳥谷川沿川
の人家や田畑を洪水被害から守る目
的で実施した。

S56 H24 H24 1,200 1,118
築堤工L=4,200m
掘削工L=2,850m

H19 なし

50
河川砂
防課

河川改良事
業

瀬戸子川 青森市

河口部からほ場整備区間上流端まで
の一連区間について、自然環境の保
全に配慮しながら河川の改良工事を行
い、瀬戸子川沿川の人家や田畑を洪
水被害から守る目的で実施した。

S60 H28 H24 540 428
掘削工L=1,840m
護岸工L=300m

H19 なし

51
河川砂
防課

火山砂防事
業

石切沢 弘前市

土石流等の土砂災害から下流域に存
在する人家や公共施設等を保全するこ
とを目的とし、砂防堰堤等の砂防設備
の整備を行った。

H13
H21
H23

H24
437
528

585
えん堤N=3基
床固工N=1基

H22 なし

52
河川砂
防課

火山砂防事
業

高屋敷沢 南部町

土石流等の土砂災害から下流域に存
在する人家や公共施設等を保全するこ
とを目的とし、砂防堰堤等の砂防設備
の整備を行った。

H14
H19
H24

H24
590
760

866 えん堤N=2基 H23 なし

53
河川砂
防課

火山砂防事
業

大荒川 むつ市

土石流等の土砂災害から下流域に存
在する人家や公共施設等を保全するこ
とを目的とし、砂防堰堤等の砂防設備
の整備を行った。

H15 H24 H24 814 897
えん堤N=3基
床固工N=4基

-

34%

47%

環境整備
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54
河川砂
防課

通常砂防事
業

笹内川 深浦町

土石流等の土砂災害から下流域に存
在する人家や公共施設等を保全するこ
とを目的とし、砂防堰堤等の砂防設備
の整備を行った。

H15 H23 H24 630 712 えん堤N=1基 -

55
河川砂
防課

通常砂防事
業

古野牛川
西沢

東通村

土石流等の土砂災害から下流域に存
在する人家や公共施設等を保全するこ
とを目的とし、砂防堰堤等の砂防設備
の整備を行った。

H19 H24 H24 207 214 えん堤N=1基 -

56
河川砂
防課

通常砂防事
業（総流防）

中今別川 今別町

土石流等の土砂災害から下流域に存
在する人家や公共施設等を保全するこ
とを目的とし、砂防堰堤等の砂防設備
の整備を行った。

H22 H25 H24 105 110
えん堤N=1基
渓流保全工L=20m

-

57
河川砂
防課

通常砂防事
業（総流防）

東立石子
沢

平内町

土石流等の土砂災害から下流域に存
在する人家や公共施設等を保全するこ
とを目的とし、砂防堰堤等の砂防設備
の整備を行った。

H20 H24 H24 157 181 えん堤N=1基 -

58
河川砂
防課

急傾斜地崩
壊対策事業

沢田区域 弘前市

がけ崩れ災害から急傾斜地崩壊危険
区域内の住民の生命を守るため、急傾
斜地斜面の崩壊防止対策工事を行
い、民生安定と国土の保全を図るため
実施した。

H20 H24 H24 310 238
施工延長 L=127m
現場打吹付法枠工 A=2,600㎡

-

59
河川砂
防課

急傾斜地崩
壊対策事業

蜂ヶ峰区
域

大鰐町

がけ崩れ災害から急傾斜地崩壊危険
区域内の住民の生命を守るため、急傾
斜地斜面の崩壊防止対策工事を行
い、民生安定と国土の保全を図るため
実施した。

H15 H25 H24 607 619
施工延長 L=300m
現場打吹付法枠工
A=11,400㎡

-

60
河川砂
防課

急傾斜地崩
壊対策事業

虎渡区域 南部町

がけ崩れ災害から急傾斜地崩壊危険
区域内の住民の生命を守るため、急傾
斜地斜面の崩壊防止対策工事を行
い、民生安定と国土の保全を図るため
実施した。

H15 H25 H24 580 508

施工延長 L=450m
ノンフレーム A=3,090㎡
連続繊維補強土工 A=11,740
㎡

-
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61
河川砂
防課

急傾斜地対
策事業

一野渡2
号区域

弘前市

がけ崩れ災害から急傾斜地崩壊危険
区域内の住民の生命を守るため、急傾
斜地斜面の崩壊防止対策工事を行
い、民生安定と国土の保全を図るため
実施した。

H22 H26 H24 100 66
施工延長 L=109m
現場打吹付法枠工 A=1,100㎡

-

62
河川砂
防課

急傾斜地対
策事業

上堀川1
号区域

東通村

がけ崩れ災害から急傾斜地崩壊危険
区域内の住民の生命を守るため、急傾
斜地斜面の崩壊防止対策工事を行
い、民生安定と国土の保全を図るため
実施した。

H22 H27 H24 75 71
施工延長 L=156m
補強土植生枠工 A=5,900㎡

-

63
河川砂
防課

急傾斜地対
策事業

原田2号
区域

佐井村

がけ崩れ災害から急傾斜地崩壊危険
区域内の住民の生命を守るため、急傾
斜地斜面の崩壊防止対策工事を行
い、民生安定と国土の保全を図るため
実施した。

H20 H25 H24 85 70
施工延長 L=113m
補強土植生枠工 A=900㎡

-

64
河川砂
防課

地すべり対
策事業

三ッ目内
区域

大鰐町

地すべり災害から地すべり防止区域内
の住民の生命を守るため、地すべり対
策工事を行い、民生安定と国土の保全
を図るため実施した。

H11 H26 H24 1,200 854

集水井工 1基
横ボ－リング工 6箇所
水路工 L=2,427m
法面工 A=7,398㎡

H20 なし

65
都市計
画課

街路事業

3・3・8号
白銀市川
環状線
（桔梗野）

八戸市

当該環状線の整備により中心市街地
への流入交通の分散、交通拠点や物
流拠点への連絡強化が図られ、地域
の経済発展に寄与する目的で実施し
た。

H7
H14
H18
Ｈ21

H24
 13,303
13,303
10,125

9,414
施工延長　L=2,620m
幅員　13.0（24.5）m

Ｈ16
Ｈ21

なし

66
港湾空
港課

青森港改修
事業

本港地区 青森市

本港地区の臨港道路において、橋梁
部の耐震強化と冬期路面凍結対策を
実施し、耐震性と安全性の向上を図る
ため実施した。

H14 H24 H24 2,650 2,563
橋梁融雪装置 N=1式
橋梁耐震補強 N=1橋

-

67
港湾空
港課

青森港新中
央ふ頭整備
事業

本港地区 青森市

当該事業は港湾の交流拠点形成、災
害時の海上輸送拠点として物流機能
の確保を図るべく、ふ頭用地、港湾緑
地、耐震強化岸壁（旅客船バース）、臨
港道路を一体で整備を行った。

H4
H19
H23

H24 22,189 21,596

防波堤（北）L=310m
耐震強化岸壁（-10m） L=280m
ふ頭用地 A=33,000m2
緑地 A=28,000m2
道路 L=6.5m×700m

H17
H22 なし

-34%
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様式５（第３関係）
選定基準に合致する部分
ア 再評価時に附帯意見が付された箇所
イ 次のいずれかに該当する箇所
　① 再評価を実施した箇所
　② 計画と実績の差が大
　③ その他の理由

 選定候補
　※各課２事業まで

その他
再評価
実施
年度

附帯意見内容等事業目的

事業概要

平成２４年度完了事業一覧

番号
事業

担当課 着手
年度

事業名 箇所名等 市町村名

計画 実績 計画 実績

事業量（単位）
〔最終実績〕

※完了年度
※全体事業費

（百万円）

68
港湾空
港課

八戸港改修
（重要）事業
道路改良

八太郎地
区

八戸市

当該臨港道路（白銀北沼線）は八戸港
の貨物輸送、市街地交通の緩和を担う
路線であり、通行量の増加に対応すべ
く道路改良と、八戸港が災害時の緊急
物資の輸送拠点となることから、当路
線に架かる橋の耐震強化を併せて実
施した。

H9 H23 H24 2,559 2,020
道路改良L=6.5m×900m
　　　　　　L=13m×1,576m
橋梁耐震補強　N=1橋

H18 なし

69
港湾空
港課

八戸港海岸
耐震事業

八太郎地
区

八戸市

当該海岸の背後地には宅地、学校等
が存在しており、これらを防護している
現況堤防は地震津波時に堤防高及び
すべり破壊への抵抗が不足することか
ら、堤防の耐震対策を行った。

H21 H24 H24 530 432
堤防(改良) L=854.9m
陸こう N=1基

-

70
港湾空
港課

大間港改修
(統合補助)
事業

根田内地
区

大間町

当該地区において、大間～函館航路
のフェリー新造に対応するため、老朽
化した岸壁施設の改修、及び前面泊地
を増深改良した。

H22 H24 H24 240 270
岸壁(-4.5m)(改良) L=130.2m
泊地(-4.5m)(改良)
V=13,480m3

-

71
港湾空
港課

深浦港改修
（統合補助）
事業

崎の町地
区

深浦町

当該地区は在籍船舶に対し船揚場の
充足率が低く、水面係留する船舶もあ
り、避難港としての機能に影響を与え
かねないことから、老朽化した物揚場
の全面改良し、既設船揚場への転用を
図る目的で実施した。

H19 H24 H24 115 110 物揚場(改良)　L=88.4m -

※　計画変更が行われた場合は、「計画」欄に経過を明示すること。
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